
 

     

◎婦人之友10月号を読んで各自が取り組んだことを聞き合いました。 

 

K さん 

ロフトの整理、思い出のものの整理の記事のように60才から家の整理に取り組んでいた。 

65才の時、昔の厚いアルバムをポケットアルバムへ移した。（詳しくは下参照） 

 

 

Mさん 

在宅日がないことに気づく。整理する時間の確保が必要。今は、「家計のピークがものの 

ピーク」（p15）空いた日を有効に使いたい。 

 

 



Hさん 

本棚の一部（下段右端）を友の会の書類コーナーとして見直し、整理した。（次の写真） 

 

F 

保存していた写真のネガの処分をした。じゃばらのファイルを購入し、書類の管理がしや

すくなった。生活の節目をむかえ、これまで保存していたもの（家計簿、子どもの作品、

婦人之友の雑誌、布地など）をどうするか、皆さんにお聞きしたい。 

 

◎これまで保存していたものをどうするか？ 

・家計簿の保存 →収支年計表のみを残してあとは処分してもいいのでは？ 

・子どもの作品 →子どもと相談しながら保存するものと処分するものとに分ける。 

 ・婦人之友の雑誌→1年、ないし3年分を保管してあとは処分 

 ・布地     →色ごとに分けて整理し、使わないものは処分  

 

◎12 月号‘「セスキ」で台所をピカピカに’を読んで各自取り組んでみることになりまし

た。 

 

次回の集まりは1/24  11,12月はお休みです。 


